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環境報告書 2014を読んで
2013 年度は農環研の創立 30 周年、最初の農事試

験場設立から120 年の節目となる年でした。様々な
研究イベントが催され、12月には 30 周年記念シン
ポジウム「21 世紀の農業と環境」が都内で開催されま
した。一般市民も含めて多くの方が参加され、研究
者がご自身の研究を分かりやすく解説される中で、農
業環境研究は様々な分野で私たちのくらしに身近で
あることを改めて実感することができました。

環境報告書 2014 には、研究所が行っているリサー
チプロジェクトとともに、研究トピックスについても平
易に紹介されています。たとえば近年の気候変動対
策に貢献する研究として、世界の主要作物の過去 25
年間の推定収量のデータベース化などダイナミック
な研究が行なわれています。一方で国内の水田から
排出される温室効果ガスであるメタンの排出量の推
定など排出削減活動につながる身近な研究紹介もあ
ります。こうした研究紹介には、かならずこの研究が
世の中にどの様に役立つのか、意識されて情報発信
が行なわれており、その姿勢は定着しているような印
象があります。

また、研究所の環境配慮の取組みが紹介され、環境
マスタープランが策定され、環境管理のための委員
会が構築されて、環境負荷低減に向けて積極的な活
動が行なわれ評価されています。

広報活動や社会的取組みなども盛んで、「農環研
サイエンスカフェ」でオリジナルソングが演奏されな
がら情報発信を行うなど新しい取り組みも紹介され、

自由闊達な研究所の様子を垣間見ることができます。
一般公開や見学会、学習体験イベント、ウェブサイト
の情報発信も積極的に取り組んでおられ、楽しそうな
子供たちと研究所員の様子が報告されています。毎
年の環境報告書を読み比べていくと、社会活動の幅
が確実に拡がり、専門家の派遣や技術相談など外部
との交流に力を入れていることにも気づきます。

明るい話ばかりではありません。2014 年は研究者
の倫理についても厳しく問われる年となりました。研
究所では研究倫理に関するガイドラインを定めた「研
究活動の不正防止に関する基準」を策定し、不正行為
の防止に努めているといいます。組織内で不正が行
なわれることが無いよう、コンプライアンス推進規定
も定められており、2013 年度は所内の啓発活動にも
取組んでおられます。優れた研究成果は、組織で働
く人たちの高い倫理観が支えているものでもあり、今
後も地道に継続して取り組みを進めてもらいたいと
思います。

研究所のウェブサイトを開くと常に最新情報が更
新されており、定期的なニュースも次々と発信されて
最新情報に触れることができます。それぞれ読むの
は楽しみですが、どの部分にどんな情報があり、どの
対象者を想定して書かれた内容かは読み込んでい
かないとわかりません。また、小中高向けの内容も
ありますがイベント案内が中心で、農業と環境の基礎
を伝えるコンテンツをもっと充実させて頂ければ、大
人が理解するうえでの入口にもなると思います。せっ
かくの素晴らしい研究内容を、より多くの様々な対象
の人に届けることができるよう、今後の活動に期待し
ています。

環境報告書編集委員会より
貴重なご意見、ご助言ありがとうございます。ご指

摘頂いたように、研究活動 と社会とのつながりについ
て深く考えされられた年となりました。今後とも高い 
倫理観のもと、優れた成果を誠実に発信していきたい
と考えております。
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農環研では、環境報告書を開示する内容の信頼性を高めるために、農環研の監事による監事監査を経て環境報
告書を発行しています。




